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｢病院図書館」参考文献記載規定

1．雑誌

著者名［複数の時は“,”でつなぐ。３人以上の場合は３人目の後に‘‘他”（アルファベット表

記の場合は“etal.,'）と記入。アルファベット表記の場合は、“名字一（半角スペース）名前の

イニシアル”とする｡］：論題．雑誌名［欧文雑誌名の省略は、IndexMedicusの省略名に準

拠し、和雑誌名は省略しない。略誌名を用いる場合は省略部分に“.”などを付けず、“Hum

Pathol''のように、スペースで区切って記入すること｡]、年；巻（号）：ページ［１ページの

場合“21"、複数ページにわたる場合“21-3,'｡]．

上記参照の上、不明な部分は「生物医学雑誌に関する統一規定（改訂第５版)」（"UniformRe‐

quirementsfOrManuscriptsSubmittedtoBiomedicalJoumals"）に準じて記入する。

ex.）

１）鴨志田伸吾，佐藤嘉洋，堀貞明他：胃生検組織におけるＨ・Pyloriの形態学的検出とその病理

学的意義．病理と臨床．1995;１３(4):1689-98.

2）ＧｅｎｔａＲＭ,RobasonGO,ＧｒａｈａｍＤＹ：Simultaneousvisualizationofhelicobacterpyloriand

gastricmorphology:anewstain・HumPathol､1994;25(2):221-6.

Ⅱ、単行本

著者名［複数の場合は１．雑誌に同じ｡]・議文名．Ｉ、：［洋書の場合のみ記入｡］編者名［洋

書の場合は“ed."、和書の場合は“編”を付す｡]・書名．版数［洋書の場合は“ed."、和書の

場合は“版”を付す｡]・出版地：出版社；年．ページ［１ページの場合“P､20"、複数ページ

にわたる場合“p､45-56"｡]．

ex.）

１）山崎茂明・検索のキーポイント・医学文献サーチガイド．東京：日本医書出版協会；1993.

ｐ､31-3.

2）本田哲三・注意障害と記憶障害の評価法．江藤文夫他編．高次脳機能障害のリハビリテーショ

ン（臨床リハビリテーション別冊)．２版．東京：医歯薬出版；1995.p､129-34.

3）KennedyRD,CairdFI,Physiologyofagingoftheheart・I、:NobleRJ,RothbaumDA､ed､Geri-

atricCardiology､２ｎｄｅｄ・Philadelphia：ＦＡＤａｖｉｓＣｏｍｐａｎｙ；1981.ｐ､1-8.

Ⅲ、電子文献

著者名．論題．［引用日]・ＵＲＬ

ex.）

１）中条卓．PubMed徹底活用講座．［引用2000-06-02]・

http://www・asahi-net,orjp/medical/search/pubmedO・hｔｍｌ
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